
2023年人類働態学会夏季研究会に参加して

人生が変わった 2日間
この研修でしか得られなかったもの

松木 敬斗,員矢 大志朗,丸田 幸奈

はじめに

今回,私たちが人類働態学会夏季研究会に参

加したきつかけは,先生から配られた 1枚のプ

リントでした。「国立競技場に集合 !リ レーフ

ェスティバルを最高の大会に改善しよう !」 と

書かれたプリントはとても興味深 く, どんなこ

とをするんだろうと気になつていました。それ

でも,「 1年生だし……東京だし……」そんな

ことを考えて,一歩踏み出せませんでした。し

かし,親や友達に相談したところ「行つた方が

絶対に今後のためになる」と後押しされ,「今

回を逃 したらこんな機会はない」と思い立ち,

この夏季研究会に飛び込みました。

他者視点と積極性を学んだ改善活動

私たちが参加 した夏季研究会はリレーフエス

ティバル (以下, リレフエス)を もつと楽 しく,

安全で,快適なイベントに改善する活動で,一

日目はリレフエスのフイールドワーク, 2日 目

はフィールドワークを基にしたグループワーク

の2日 間の研究会でした。

一日日は各班に分かれてリレフエス観戦を楽

しみながら,会場の国立競技場の中を回り,イ

ベント運営の工夫や良好事例を調査しました。

その後,普段は見学できない トツプアスリー ト

の控え室やスタツフルームの見学をしました。

愛媛でスポーツを学んでいる私たちにとつては

まつぎ けいと

まや だいしろう

まるた ゆきな

聖カタリナ大学

見学すらも,と ても価値ある体験 となりました。

調査では,「 コミュ■ケーシヨン」をキーワー

ドに班員と一緒に会場を注意深 く見て回りまし

た。すると,観客 と選手がコミュニケ~シ ヨン

を深めるための工夫やブースがたくさん見つか

りました。例えば,競技場に入るとすく
｀
マツプ

があり,選手待機場所,招集場所が細か く記載

されていて,初めて競技場に訪れた人でもすく
S

分かる工夫がされていました。さらに,選手に

向けての応援メッセージを書 くブースや,実際

のスター トブロックを用意し,ス ター トを体験

できるようにしたブースが設けられており,イ

ベントを観戦するだけでなく応援や体験を通し

てイベントヘの参加ができるようになつていま

した。

今回のフイール ドワークでスポーツ会場には

さまざまなアイデアが散 りばめられていると強

く感じました。今まではスポーツ大会の会場に

行つても全てが当た り前のことだと思い,見落

としていましたが,今回は,なぜ ここに線が書

かれているの ? この線が書かれている場合 と

書かれていない場合の違いは? このブースは

誰のためにあるの ? といつた視点を持つこと

ができて とても新鮮でした。すべて「観客がよ

りわかりやすいようにJと いう視点であり,他

者視点を持つ必要性を感じました (写真 1)。

2日 目の午前中は,前日のフィールドワーク

の班でグループワークを行い,リ レフェス主催

者の日本陸上競技運盟へ改善案を提安木しました

(写真 2)。 午後からは安全衛生マネジメント研

修を行いました。午前中のグループワーク前,

周 りの班貝は大学 3年生以上の先輩達,さ らに
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写真 1 フィールドから見る観客席を撮影する様子

は,大学院生の方もいて「本当に話ができるの

かな……」と不安ばかりが頭をよぎっていまし

た。しかし,先輩方は私達が意見しやすいよう

な雰囲気づ くりをしてくれて,いつの間にか意

見を言うことが楽しくなっていました。そして,

日本陸上競技運盟の方ヘグループワークの内容

を発表する時がやってきました。先輩方の「フ

ォローするから発表してごらん」という言葉を

信じ,マイクを握 りました。これまでの人生で

初めて100名 の前で話をしました。正直なとこ

ろ,手足が震えていたことしか覚えていません

(笑 )。 それでも,班員の善さんが「よくやった

ね ! すごいよ I」 と言ってくれたことが,「 自

分もできるんだ」という自信になりました。さ

らには,発表が表彰もされて, もっと自信が深

まりました。

午後からの安全衛生マネジメント研修では
,

「安全」をキーヮー ドに普段の大学での学びと

は異なる視点を学ぶことができました。例えば,

危険はさまざまな視点で見る

べきだということです。私た

ちは階段 を見た時,「落下」

や「滑倒」という危険はすく
S

にわかります。しかし,視覚

障害者の目線から階段を見た

時は,そ もそも階段を確認す

ることができないとヤゝう認知

の部分から危険を考えなけれ

ばなりません。このように一

つの視点だけで見てしまうと

特定の人に対する危険性 しか

把握することができません

写真2 日本陸連べ改善案提案の様子

が,さ まざまな目線から物事を見ることで多 く

の危険性を浮き彫 りにすることができます。だ

から,常に物事を多 くの視点から見ていくクセ

をつけることで安全管理や環境改善につながる

と思いました。

今回のグループワークを通 して学んだこと

は,積極的に行動するということです。「年齢

が離れているから遠慮 しちゃう」,「 自分の発言

は間違っているかもJと 思っていても,勇気を

出して発言してみると,意外に自分の意見に共

感 して くれる人が多いことに気が付きました。

しかし,班の先輩方がとても優 しく,話になじ

めるよう雰囲気を明ごくしてくれたことで積極

的になれたのだと思います。そのお陰で,意見

交換がとても楽 しいと思うようになりました。

そして,そ の姿勢は,私達が,先輩になったと

きのモデルとなっています。環境を整えること

で変わるのは安全だけでなく,人も一緒だと強

く思いました (図 1)。
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憧 れ の人 ばか りの懇 親 会

懇親会では,他大学の先生方や学生とお話を

する機会が多 くありました。もともと懇親会ヘ

の参加は見送っていましたが,先生に「懇親会

こそ真の学びの場」と言われ,参加を決めまし

た。まさにその言葉通 りで,今では来年も参加

したいと思っています。

懇親会はあっという間に時間が過ぎていまし

た。そう思ったのも周 りの方々が私たちに対し

ても,話 しやすい環境を作つてくれたからです。

そのお陰で自分の思っていることや考え方をど

んどん伝えることができました。さらに,皆さ

んは自分の考えやや りたいことに対するアドバ

イスもしてくれました。そのアドバイスの中に

は,「 自分も学生の時はそうだつたよJ,「 そう

いう失敗もあるよね」 といった失敗談もあり,

「自分だけじやない。これから頑張って行こう」

と前向きになれるアドバイスもありました。そ

のような失敗談を年齢に関係なく話せる人はカ

ッコいいなと思いました。そして, 自分たちが

年齢を重ねた時,同 じようなことができる人に

なりたいと強 く感じた懇親会でした (写真 3)。

おありに

この 2日 間,私たちは「積極的に行動するJ

をテーマに動き続けました。そして, これまで

写真3 懇親会の自己紹介でマイクを握る

(左から松木敬人,員矢大志朗,丸田幸奈)

の人生で過ごしたことのない2日 間を過ごすこ

とができました。この研究会に参加 していなけ

れば,バイトしてゆつくり過ごすだけの2日 間

だったと思います。それをほんの少し勇気を出

して行動してみることで,同 じ2日間でも人生

や考え方が大きく変わる最高の 2日間になるこ

とを体験 しました。

そして,人は良質な情報に出会ったときに人

生が大きく変わると強 く思いました。来年の夏

季研究会ではもっと多くの同級生を誘い,みん

なで参加 して,学びの仲間を増やしていきたい

です。

今回の夏季研究会で,ご指導 くださつた先生

方,誠にありがとうございました。
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